

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































366 入江克己 :日本近代体育の思想と実践 (7)
めに体育の全体構造を,いかに再編成していくかが中心的な課題となるのである。
註
(1)拙著『日本ファシズム下の体育思想』 不昧堂出版 昭和61年 pp39～45









と確信するなり。」 (「増師と我人口」『教育時論』第995号 大正元年12月5日 p33)
なお,以下,引用文中の旧漢字の一部を新字体とした。
傲)『教育時論』 第996号 大正元年12月15日 p41















と教育J 同 誌 第999号 大正2年1月15日 p45)と論評している。








の宣告を興ふるは,餘りに激越に失したりしを思ふなり」と。 (「谷本博士と地方教育家」 同 誌 第994号
大正元年■月25日 p46)
(9)「法学博士浮田和民談J 同前誌 第988号 大正元年9月25日 p43
10 この点については拙稿「大正期における自由主義体育思想の研究 (1)」(鳥取大学教育学部研究報告 第 1
巻第 1号 昭和51年 p143)を参照されたい。
補
鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 28巻 第 2号
1り 「文相の教育所感J 『教育時論』 第1035号 大正3年1月15日 pp28～29
1か 『教育時論』は,文相が「中等教育今日の諸通弊を諭し,師範学校の教育は形式的なり,中学校の教育は上
級学校入学準備的なり, と叱責せられたりといぶ。我等は此の叱責が実に両教育の最高鋏点を指摘し得て,
遺憾なきものなりと同するを辞せず」 (「文相の教育訓示」 同 誌 第1019号 大正2年8月5日 p45)
と報じている。






育J 同前誌 第1019号 大正 2年8月5日 p45)
































ことを望む」 (「地方長官会議と文相訓示」 同前誌 第1049号 大正3年6月5日 p39)と述べている。




各国家の富強とを現実に相較しつ Jゝ(「高田文相の訓示」 同前誌 第■20号 大正5年5月25日 p13)
あり,従って「我国家富強の源泉たる国民実力の養成に関しては,一層の努力を期せざるべからず」(同前 p
13)と述べている。




教育に対する,施設方法を決定す可きは最も至当なる事とするJ(「戦時の国民教育」 同前誌 第1062号 大
正3年10月15日 p37)と述べるとともに,「政治上におても,自由民主傾向と帝王専制主義の死活を決する
時機」(同 前 p37)に当り,国民教育の方針をいかに決定するかは,重大な意味をもつとしている。
10 「大限伯の演説」 前掲誌 p39





(「小学校体育改善策」 同前誌 第1076号 大正4年3月5日 p40)と伝えているが,その具体化等につ
いては不詳である。
90 「大隈伯の教育意見」 同前誌 第1051号 大正3年6月25日 p18
9D 同 前 p18
さらに同年6月7日の全国教育者大会でも,「立憲国民の臣民たるに適切なる智徳の涵養に一層留意せんこ
とを期すJ(同 前 p18)とともに,自治,自律的精神の養成が力説されている。
9D 「全国小学校教員会議J 同前誌 第■20号 大正5年5月25日 p7
90 同 前 p7




90同前 p8           '
90同前 p8
130  同  前  p 8
00 「信濃教育会研究題」 同前誌 第1077号 大正4年3月15日 p23
0D 上倉裕二編 『山形県教育史』 引文堂 昭和27年 p328
031  同  前  p393
その他の地方における動向については,拙稿「大正期における自由主義体育思想(1)」(前掲研究報告 p
134)を参照されたい。
9り 「壮丁体重減退」 同 誌 第1075号 大正4年2月25日 p39
0, 「体操改良案」 真行寺朗生 『近代日本体育史』 浅見文林堂 昭和3年 pp194～195所収
00 「中学校の体操に就て」 『教育時論』 第876号 明治42年8月15日 p8
071  同  前  p 8




留り 「附録 学校体操教授要目」 『教育時論』 第1001号 大正2年2月15日 pl
“
) 「体操教員訓示J 同前誌 第1012号 大正2年5月25日 p28
鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 28巻 第 2号
也
' 
「国民的体質改善J 同前誌 第■29号 大正5年8月25日 p36
也9教育新思潮研究会発行 『学校体操教授要目の精神及其の実施上の注意J 同文館 大正7年 pp l～2
140  同  前  p 2
10 同 前 p16
80同前 pp23～24
80同前 p21
60  同  前  p23
6D同前 pp21～22
6)同 前 pp241～242
60 「体操教程通牒J 『教育時論』 第1002号 大正 2年2月15日 p18
61 教育新思潮研究会発行 前掲書 p224
651  同  前  p224
1561同前 p224
6り 教育学術研究会編 『最近思潮教育夏季講習会録』 同文館 大正6年 p142
60  同  前  p143
69同前 p143
60 同 書 大正 昭和前期編 昭和48年 p■8
60 「体操講習所感」 『教育時論』 第1043号 大正 3年4月5日 p2
6か 同 前 p3
6)同前 p3
60同前 pp 4～5
60 「体操教範草案を読む」 同前誌 第■21号 大正 5年6月5日 p9
160  同  前  p10
16il  同  前  p10
10 「中等学校の体操科につきて」 同前誌 第988号 大正元年9月25日 p9
60 同 前 p9








正 2年12月25日 p24所収)                          .
同 前 p lo
「欧米巡視所感 我国普通教育の五大方針 (下)J 同前誌 第1009号 大正2年4月25日 pp 6～7
「欧米巡視所感 体育の方針」 同前誌 第1013号 大正2年6月5日 p7
古川豊美 「体育講話J 同前誌 第1049号 大正3年6月5日 p31
同 誌 第1039号 同月25日 pp l～2
同 誌 第1047号 同月15国 pp l～2

